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点燈直接から連続点燈で 52時間 45分後迄の間に全部で6回撮影Lたので・あるが，この間放電煙の状態を出来るだけ
一定に保つ事と撮影や現像の条件を同じにする事については充分に注誌:L j;こョ特に現像については一層注意Lたが，そ
れについては特別fこは此所でふれないでおし向写真のほぼ中央上側の黒い部分は目じる Lの為に放電置にはった紙で
ある。これらの写真を調べ、て見ると水銀蒸気の様子が点燈控相当時聞がたつにつれて非常にかはっていって，見掛け上
で蒸気柱の長さが短くなり且つ陰極側の方におLつけられていっている様に見える。 Amickは之を‘官接蒸気のポユ/プ
作用"(mercury pumping)と呼んで“dark-end効果"の原因であるとしているのである。実際第3図の@白@を見
てもよくわかる通り点燈直後に比較して蒸気住の長さは殆んど始以下になってしまっているので， ζれ位の時間がたっ
た後で・はこの“mercurypumping"が“dark-tnd" の大きな原因である2左こ考えてもよいよう tにこ思はれるo然 L不a忠思思-議な
のlは士第3図の①@の場合であつて之と第2図主を比ベて見る主点燈錘数時間たつと照度計炉でC目iは主明らカか、に‘“町吋‘町吐dar沈k.晴吋.
果"が認められるのに燕気柱の方方aにlは土殆んど変化がないとい号事で2あbつて更に検討を要する点がある犠に思われる。之
については研究を進めたL、と，思っている。
この実験は大阪大学理学部において行ったもので種々御指導を賜った同大学の浅田常三郎先生並ひ守にいろいろ御便宜
を御計り下さった，本学工学部長重松倉葺先生に厚〈御礼申し上げる。
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The experimental study of measuring on the yarn irregularities. 
M. KATO K. SAKAOKU T. TANIGUTI 
The yarn irregulalities on the textile process is important. There are some inspecting methods for the yarn 
irregulalities， for example， 
(a) by seriplane (b) application of photocell (one dircction) 
(c) airrnicrometer (d) application of photocell (two direction) and etc. 
Thease mdhod have often b0en employed in the factorie!'i and institutes of t:xtile but have defects in 
thea巧emethod!'i. Therefore， we have employ吋 anelectrical methods. The electric resistance of fibre is very 
large. lf we make the yarn p品開 inthe de::troly巧is，the very small yarn irピguralitiesare able to change to 
the el配 tricresistance and品川lymea行ur油 le.
After the yarn p乱明日目 in the electrolysis， we can t"a吋y detむじtthe yarn irregulalitie月 from the change of 
electric resist乱nccbdween running 2 point. 
¥Ve have measured many kinds of yarn. 1'0 indicate the :-;ynthetic irregulalities of the yarn， this method is 
very good but we cannot analysis the kind of irregulalitie月， such a叫 neps，impurities， fineness etc. Figure 4 
shows the measuring results of many kinds of yarn 'by our method. 
(1)緒 F 言
従来使用並びに研究中の糸むら観別法主 Lては，
(a) セリプレ戸シ
くり光電管(臥ブJ向)
18 
(c) 
(d) 
等の方法がある。
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エア F マイクロメータ円
光電管(縦横2方向〕
。〉セリプレ-yに依る方法は，検査所，工場等で広〈実用的に利用されて居る方法であるが，熱糠を必要とする為
に個人的主観が伴い，其の誤差が多〈科学的に等級をつけるには適当でないと考えられる。
(b)光電管に依る方法は，僅かの毛羽も来むらと Lて表はれたり.1方向からの観察の為に見掛けのむらが表われる
欠点があって余り使用されて居ない。
く.c)エアーマイグロメ』タ F に依る方法は，着想としては非常に良いが糸の種類とノズルとの聞に.1.2の問題がある
のではなL、かι思われる点がある凸
(d)の光電管に依る方法は， (b)の欠点を除〈為に糸の断面に対して，垂直2方向の陰鮮を光電管で計量L見掛けの
むらを除去せんとして居る。 (Fig1参照)
以上の様に夫々特長を持つ反面欠点が伴ろ o我々は一つの試みとして簡単に識別する方法と Lて，糸
畿一
が 2 定点!日l{~走行する場合， 2定点聞の電気抵抗が糸むらに依って変化することから，逆に電気抵抗の
変化から糸むらを識別する電気的な方訟を採用した。
Fig 1 
(2) 測定方法及び装置
糸類の電気抵抗は，繊維の種類，太さによって変るが，繊維物質の比抵抗は非常に大きし抵抗の変
化から僅かの糸むらを表わすには，特別に鋭敏な装置を必要としたり，湿庄の影響が
大まく種々の困難が伴う O 之等の難点を避ける為に，適当な電解質水溶液(酸及びア
ルカリの適当な濃度)に浸せば，繊維の表面に吸着された電解質水溶液や紘維の障問
に入った電解質一水溶液等に依り，比抵抗が少くなり僅かのむらも容易に電気抵抗の変
化として表はず事が出来る。上記の考えに従って Fig3の装置を用いて測定した。
祖国GU
Fig 3に於ける試料 A(主，送出し及び捲玩装置を設けて糸に無理な張力を与へな
い棋にL，且つCのJM速を糸の速さと同じにした。向之等速さは任
意に変える事が出来るj様にした::>C，土7':/プアンドスケ.-)1，.のガ)1，.
~-で，その記録は，特別な装置をf品、た。 βl土糸に電解質水溶
液 (3%食塩水)を 100%股背させる為に，糸の速さに応じて 1~3
ケ用いたョ
(3) 現.IJ 定 結 果
綿糸，カタン糸，麻糸，スフ来，ガテ肪来，絹糸，人事I~糸につL、
て Fig3のCの匝離dを lcmとし，此等の結果の 1例を Fig4 
に示す。
従来の我々の糸むらに対する概念と此の測定結果とは略々一致
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Fig 4 
L，然も夫々の糸むらの特長を如実に示して居る。即ち紡績糸はむらが多<，解信糸はむらがf丸、。紡結糸の中，ガラ
紡糸とカタシ糸l土むらの多少の両極端幸子示して居る。以上の結果今考察するに今理想化された円型繊維類似物質で出来
て居る丸棒を，電解質;km液中に通した場合を考へれば， Fig 5の如く表はされる。 1mち，岐着回ム浸透!再 B及び繊
維類似物質 Cの3層に分けられ，且つA，B， C，得層の比抵抗を夫々PA，pl{， pc 
で表はされるとすれば，明らかに比抵抗は PA<t.Po ， PIl<t.PCである。今 A，BJ母の
厚さを夫々 ，d.rA，，d.rllとすれば，此の状態に於ける長さ dl部分の繊粧品:J1')物質の
電気抵抗 dRoo，土，第一近似として
PI Pη dR.∞キー示三iE-dJ十ーが瓦厄-.dl 十-~;:?-. dl ............(1) 
c去はされる。第3項は非常に大きく半径 rの如何に拘らず我々の測定方法に於ては表はれず一定と見倣される量であ
るから無視する事が出来る。この意味に於て第3項を省略Lて測定に表はれる長さ dl部分の電気抵抗を dRとすれば
Jl 
羊字。:
A:電解恒水溶液i県清!員
Fig 5 B:電解質水溶液器透!昔
C:繊維惣似物質
Jマニー ~f-P~+ -f!.~-l. d. 一一一一一一・2πr l ~rA ' ~rH J 
で表はされる。従って距離dの測定に表はれる嵩尉ま抗11'(士
1 S P A ， P 1/ l ~ ( cl dl K 三子~lA石l pR I ・1 7 ・ ............................(2) 
1 f PA ， P Il l 
となり (2)式に於C2-n-¥i:石ト王子二J'士繊維顛倒物質，電解任ー水昨液及び共れに浸す時聞をきめれば一定と見f{j立す
事が出来るから，抵抗 Rの変化は，第一近似として
ドラのみに依ると考へられる
C d dl 
以上に依つで![初蹴佐類似物質が一定距離村走行する場合，太さにむらがなければ， ~子 l士一定で抵抗川変化
( d dl 
L 郎、。所が太さにむらがあれば~ --~-，士変化するから，抵抗 R の変化に表はれてくる。極端な例と Lて走行二点!日1
に，入る方畔径 fが大きし出J方の半径 fが収なり，実際にはむら仏つでも全体としてjヴが変化Lない
事も起り得るはずであるが，此の織な確率は少し此の難点は州知くすれば良いわ吋である。」する}こj与を通
Lて抵抗の変化にむらが表はれるのであるから dを短くすればする12良い事がわかる。以上は理想化された場合で司実際
の糸類につL、ては，繊維は円型でなL、ばかりか，すき間に入った電解質水骨子液の1¥1題もあり，簡単に数学的に解析する
事は附難であるョ
(4)結論
我々は，ホイスト ~y プリサヂの中点方、ら，抵抗の変化をフ γ プア γ ドえケ~J\.-のガノL パーの振れに持って行き，連続
的に記録したが，糸の種類，太さに依って測定二点聞の抵抗のオ F 夕、)が 1桁遠ふ場合があるから，ホイスト戸ンプリ
ツヂの中点を，直流増幅器にて増幅L.電磁オツシロに連結すれば，むらによる振れ脅任意に変える事が可能で，適当
な方法て・計量する事も出来，日合つ科学的~こ噂二級Jしつける事 :L可能であるわ此の方法の!I寺長(士，単に見掛けの太さのむらば
かり℃なく，種々なむらが綜合的に表はされる事及ひ糸むらのi周期性も明らかに示す事が出来るのもC.その地離から紡
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???
績工程の糸に及ぼす影響力、否かを見究める事が出来る。然L欠点主しては，表はれた綜合的なむらを分析して云今する
事は悶難である。 Fig3に於ける Cの距離dを我々は lcmにLて測定Lたが，極端なネツプが存在する場合には，短
くす寸1ば，更にむらとして良〈表はれる。
間本実験について，試料を提供して戴いた，大和紡績福井工場，福井和勧a各位の御厚意に感謝の;立を表する次第であ
る。
Vapour phase acetylation of refined linter by acetic anhydride 
By 
Iichiro KIDO， Hidehiko KITA Jl MA 
(Department of Textile and Dycstu旺Chemistry)
1. Preface 
On the vapour phase acetylation of cellulυshMr.Tilllullc11iarst，)therelifter lur-SttlGIrtlLda， 
particullar1y aoout staplc fibers and rayons. has given detailed reports. 
Now， itis known that the acctylation reactivity of natural ceUulose is different frolll it of 
regenerated cellulose and the latter case needs sorne water presenoe. We have found in this 
research that in the fυflner oase (reJined lil1ter) 110 water presence is 11ecessary. therefore 
cυnsumptiりnof acetic allhydride is minillllllll and theυretical， llOreυver trouolesume pretreatlllent 
unnecessary， and far less <1ll10Ullt of H2 S04 catalyser wul do cυll1parcd with the liquid phase 
acetylation. 
1n this research the reactiull was carried out， foτexample， at 700c for 10 hrs， il presenceυf 
0.3が H2S04 catalyser礼ndsextuple <.tlllount of acetic anhydride as much as linter. The linter 
was acetylated to perfectly chloroform・solubleprilllary acetate in fibrυus state. 
We experill1ented prillcipally the reaction velocities in日uenced by tell1perature， H2 S04 and 
linter all1ount， and call1culated the heιtt energy of activatiυn frol1. the fOlJnd velocity const川ltS.
2. Method of experiiment 
As pretreatmeut， 1.5g re白nediillter is正lippedil diL出1.slllphuric acid soiutiun of variuus 
concentratio11s at room temperature of 2;'0 --:JO"C for 24 hrs.， pressed to twice weight as llluch as 
the linter， loosened， air-dried by dry air cnrrent， and preserved il dessicator of侃% humIuity. 
Its water content is ca. 6%. 1n acetic acid sollltion of H2 S01 cel1ulusc adsorbs H2 S04 but in 
(-1) 
aq. solution does lOt. The % of retained H2 S04 to weight of the pretreated linter is same as 
theが concentra.tionof H2 S04 in the pretre十ltingliquid， for the pressed iinter contains equal 
amount of liquid tυlinter. The pretreated linter is acetylatedυ11 glass凸ber in a wide.mouthed 
bりtleof 250 cc capacity and 2;")Og・ weightwhich hold lOcc ~tcetic anhydride in the b:Jttom. The 
bottles are keeped in a electrical airυven at はnyconstant temperatme (j:20C). Fvery sume 
hours one by one Lottle is taken out and its acetylated lilter washed Ly water， staLi1ized by 
bouing water， dried at (HfC， and then its acetic acid vallle is determined by the cllstomary 
alkali method. Acetylation degree of a cel1uluse acetate is号hownby nUlllber of acetylated OHs 
-5) 
in 100 OHs of celllllose， which can be found by the table from the acetic acid vaIue. 
1¥s llllsuitable aruoullt of H2 SU4 in the pretreated lillter LrIllgsυut its colouring or carbOll-
